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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードと、前記在圏無線ネットワーク制御（Ｓ
ＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１
つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセ
スネットワークを動作させる方法であって、
　前記在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードの故障時には、複数の接続を解放す
るために、総括的解放メッセージを準備し、
　その第１の選択パラメータが所定の値をもつとき、前記在圏無線ネットワーク制御（Ｓ
ＲＮＣ）ノードの制御下にある接続モードにある移動端末に対して、前記接続モードの異
なる状態に応じて異なるチャネルを用いて前記総括的解放メッセージを送信することによ
り前記在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードにより制御される全ての無線接続が
解放されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記所定の値が予約された範囲の値にあることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデ
ンティティ情報要素に含まれることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの無線ネットワークの一時的
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アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれることを特徴とする請求項３に記載
の方法。
【請求項５】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの在圏無線ネットワークの一
時的アイデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素であることを特徴とする請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　さらに、移動端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるとき、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ
）で前記総括的解放メッセージを送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　さらに、呼出チャネル（ＰＣＨ）で前記総括的解放メッセージを送信することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードと、前記ドリフト無線ネットワーク
制御（ＤＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少な
くとも１つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無
線アクセスネットワークを動作させる方法であって、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードの故障時には、複数の接続を解
放するために、総括的解放メッセージを準備し、
　その第１の選択パラメータが所定の値をもち、そして、その第２の選択パラメータが第
２の所定の値をもつとき、前記ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードの制御
下にある接続モードにある移動端末に対して、前記接続モードの異なる状態に応じて異な
るチャネルを用いて前記総括的解放メッセージを送信することにより、前記ドリフト無線
ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードにより制御されるセルにおける全ての無線接続が解
放されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記第１の選択パラメータが予約された第１の範囲の値にあることを特徴とする請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２の選択パラメータが予約された第２の範囲の値にあることを特徴とする請求項
８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデ
ンティティ情報要素に含まれることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの無線ネットワークの一時的
アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれることを特徴とする請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの在圏無線ネットワークの一
時的アイデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素にあることを特徴とする請求項１２に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の選択パラメータは、在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードを識別す
るパラメータに含まれていることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　さらに、移動端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるとき、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ
）で前記総括的解放メッセージを送信することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　さらに、呼出チャネル（ＰＣＨ）で前記総括的解放メッセージを送信することを特徴と
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する請求項８に記載の方法。
【請求項１７】
　複数の無線ネットワーク制御局ノードと、前記複数の無線ネットワーク制御局ノードに
より制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１つにより制御され
る複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセスネットワークを
動作させるドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）ノードにおける方法であって、
　在圏無線ネットワーク制御局ノードから、前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノード
によって制御されるセルにおいて、前記在圏無線ネットワーク制御局ノードによって制御
される移動端末との接続解放の要求を受信し、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノードによって制御される基地局に、前記無線ア
クセスネットワークによって扱われる複数の制御を解放するために総括的解放メッセージ
を送信し、
　前記基地局を介して、前記移動端末に接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネル
を用いて前記総括的解放メッセージを送信することを特徴とする方法。
【請求項１８】
　複数の無線ネットワーク制御局ノードと、前記複数の無線ネットワーク制御局ノードに
より制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１つにより制御され
る複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセスネットワークを
動作させるドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）ノードにおける方法であって、
　在圏無線ネットワーク制御局ノードとの接続の喪失の徴候を受信し、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノードによって制御されるセルにおいて、前記在
圏無線ネットワーク制御局ノードによって制御される移動端末との接続に関し、前記ドリ
フト無線ネットワーク制御局ノードによって制御される基地局に、前記無線アクセスネッ
トワークによって扱われる複数の接続を解放するために総括的解放メッセージを送信し、
　前記基地局を介して、前記移動端末に接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネル
を用いて前記総括的解放メッセージを送信することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードと、前記在圏無線ネットワーク制御（Ｓ
ＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１
つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセ
スネットワークに接続時に在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードとして作用する
ことが可能な無線ネットワーク制御ノードであって、
　前記無線ネットワーク制御ノードの故障時には、前記無線アクセスネットワークによっ
て扱われる複数の接続を解放するために総括的解放メッセージを準備する手段と、
　前記総括的解放メッセージの第１の選択パラメータが予約された範囲の値にあるとき、
前記在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードの制御下にある接続モードにある移動
端末に対して、前記接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネルを用いて前記総括的
解放メッセージを送信する手段とを有し、
　これにより前記無線ネットワーク制御ノードにより制御される全ての無線接続が解放さ
れることを特徴とする無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２０】
　前記総括的解放メッセージの前記第１の選択パラメータは所定の値をもつことを特徴と
する請求項１９に記載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２１】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデ
ンティティ情報要素に含まれることを特徴とする請求項１９に記載の無線ネットワーク制
御ノード。
【請求項２２】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの無線ネットワークの一時的
アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれることを特徴とする請求項２１に記
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載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２３】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの在圏無線ネットワークの一
時的アイデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素にあることを特徴とする請求項２２に記
載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２４】
　ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードと、前記ドリフト無線ネットワーク
制御（ＤＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少な
くとも１つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無
線アクセスネットワークに接続時にドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードと
して作用することが可能な無線ネットワーク制御ノードであって、
　前記無線ネットワーク制御ノードの故障時には、前記無線アクセスネットワークによっ
て扱われる複数の接続を解放するために総括的解放メッセージを準備する手段と、
　前記総括的解放メッセージの第１の選択パラメータが第１の所定の値をもち、そして、
前記総括的解放メッセージの第２の選択パラメータが第２の所定の値をもつとき、前記ド
リフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードの制御下にある接続モードにある移動端
末に対して、前記接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネルを用いて前記総括的解
放メッセージを送信する手段とを有し、
　これにより、前記無線ネットワーク制御ノードにより制御される全ての無線接続が解放
されることを特徴とする無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２５】
　前記第１の選択パラメータが予約された第１の範囲の値にあることを特徴とする請求項
２４に記載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２６】
　前記第２の選択パラメータが予約された第２の範囲の値にあることを特徴とする請求項
２４に記載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２７】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデ
ンティティ情報要素に含まれることを特徴とする請求項２４に記載の無線ネットワーク制
御ノード。
【請求項２８】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの無線ネットワークの一時的
アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれることを特徴とする請求項２７に記
載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項２９】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの在圏無線ネットワークの一
時的アイデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素にあることを特徴とする請求項２８に記
載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項３０】
　前記第２の選択パラメータは、在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードを識別す
るパラメータに含まれていることを特徴とする請求項２４に記載の無線ネットワーク制御
ノード。
【請求項３１】
　移動端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるとき、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）で前記
総括的解放メッセージは送信されることを特徴とする請求項２４に記載の無線ネットワー
ク制御ノード。
【請求項３２】
　呼出チャネル（ＰＣＨ）で前記総括的解放メッセージは送信されることを特徴とする請
求項２４に記載の無線ネットワーク制御ノード。
【請求項３３】
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　複数の無線ネットワーク制御局ノードと、前記複数の無線ネットワーク制御局ノードに
より制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１つにより制御され
る複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセスネットワークに
接続時にドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）ノードとして作用することが可能
な無線ネットワーク制御ノードであって、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノードによって制御されるセルにおいて、在圏無
線ネットワーク制御局ノードによって制御される複数の移動端末との複数の接続解放の要
求を受信する手段と、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノードによって制御される基地局に、前記無線ア
クセスネットワークによって扱われる複数の接続を解放するために総括的解放メッセージ
を送信し、前記基地局を介して、前記移動端末に接続モードの異なる状態に応じて異なる
チャネルを用いて前記総括的解放メッセージを送信させる手段とを有することを特徴とす
る無線ネットワーク制御ノード。
【請求項３４】
　複数の無線ネットワーク制御局ノードと、前記複数の無線ネットワーク制御局ノードに
より制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１つにより制御され
る複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線アクセスネットワークに
接続時にドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）ノードとして作用することが可能
な無線ネットワーク制御ノードであって、
　在圏無線ネットワーク制御局ノードとの接続の喪失の徴候を受信する手段と、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御局ノードによって制御されるセルにおいて、前記在
圏無線ネットワーク制御局ノードによって制御される移動端末との接続に関し、前記ドリ
フト無線ネットワーク制御局ノードによって制御される基地局に、前記無線アクセスネッ
トワークによって扱われる複数の接続を解放するために総括的解放メッセージを送信し、
前記基地局を介して、前記移動端末に接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネルを
用いて前記総括的解放メッセージを送信させる手段とを有することを特徴とする無線ネッ
トワーク制御ノード。
【請求項３５】
　請求項１９乃至２３のいずれかに記載の無線ネットワーク制御ノード、或いは請求項２
４乃至３４のいずれかに記載の無線ネットワーク制御ノードの内の少なくとも１つを有す
ることを特徴とする通信システムの無線アクセスネットワーク。
【請求項３６】
　在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードと、前記在圏無線ネットワーク制御（Ｓ
ＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少なくとも１
つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無線ネット
ワーク通信システムにおける移動端末であって、
　前記在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードの制御下にあり、前記移動端末が接
続モードにある場合、前記在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードの故障時に、前
記接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネルにより前記在圏無線ネットワーク制御
（ＳＲＮＣ）ノードから総括的解放メッセージを受信したときで、前記総括的解放メッセ
ージの第１の選択パラメータが前記移動端末にユニークではない所定の値をもつときには
、無線アクセスネットワークとの無線接続を解放する手段を有することを特徴とする移動
端末。
【請求項３７】
　ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードと、前記ドリフト無線ネットワーク
制御（ＤＲＮＣ）ノードにより制御される複数の基地局と、前記複数の基地局の内の少な
くとも１つにより制御される複数の移動端末とを有する公衆地上通信システムのセルラ無
線ネットワーク通信システムにおける移動端末であって、
　前記ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードの制御下にあり、前記移動端末
が接続モードにある場合、前記ドリフト無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードの故障
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時に、前記接続モードの異なる状態に応じて異なるチャネルにより前記ドリフト無線ネッ
トワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードから総括的解放メッセージを受信したときで、前記総括
的解放メッセージの第１の選択パラメータが第１の所定の値をもち、そして、前記総括的
解放メッセージの第２の選択パラメータが第２の所定の値をもち、それらの値が前記移動
端末にユニークではない値であるとき、無線アクセスネットワークとの無線接続を解放す
る手段を有することを特徴とする移動端末。
【請求項３８】
　前記第１の選択パラメータが予約された範囲の値にあるとき、前記移動端末は前記無線
アクセスネットワークとの無線接続を解放することを特徴とする請求項３６又は３７に記
載の移動端末。
【請求項３９】
　前記第２の選択パラメータが予約された範囲の値にあるとき、前記移動端末は前記無線
アクセスネットワークとの無線接続を解放することを特徴とする請求項３７に記載の移動
端末。
【請求項４０】
　前記第２の選択パラメータは、在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードを識別す
るパラメータに含まれていることを特徴とする請求項３７に記載の移動端末。
【請求項４１】
　前記第１の選択パラメータは、前記総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデ
ンティティ情報要素に含まれることを特徴とする請求項３６又は３７に記載の移動端末。
【請求項４２】
　前記第１の選択パラメータは、前記解放メッセージの無線ネットワークの一時的アイデ
ンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれることを特徴とする請求項４１に記載の移
動端末。
【請求項４３】
　前記第１の選択パラメータは、前記解放メッセージの在圏無線ネットワークの一時的ア
イデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素にあることを特徴とする請求項４２に記載の移
動端末。
【請求項４４】
　前記移動端末がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるとき共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）で前
記解放メッセージは受信されることを特徴とする請求項３６又は３７に記載の移動端末。
【請求項４５】
　呼出チャネル（ＰＣＨ）で前記解放メッセージは受信されることを特徴とする請求項３
６又は３７に記載の移動端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関し、特に、無線アクセスネットワークにおける無線接続の解放に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　典型的なセルラ無線システムにおいて、移動体のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）は無線
アクセスネットワーク（ＲＡＮ）を介して１つ以上のコアネットワークと通信する。ここ
で、“ユーザ機器ユニット（ＵＥ）”という用語は移動端末と移動局に同意義で用いられ
る。そのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）は移動体電話（“セルラ”電話）のような移動局
や移動端末となるラップトップでも良く、従って、例えば、音声とデータの少なくともい
ずれかを無線アクセスネットワークと通信するポータブル、ポケット、ハンドヘルド、コ
ンピュータ内蔵、或いは、車載用の移動機器であっても良い。
【０００３】
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）はセルに分割され、その各々が基地局によってサ
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ービスを受ける地理的な領域をカバーしている。セルは基地局サイトにおいて無線基地局
の機器によって備えられる無線領域となる地理的な領域である。基地局は空中インタフェ
ース（例えば、無線周波数）により基地局範囲内でユーザ機器ユニット（ＵＥ）と通信す
る。無線アクセスネットワークでは、幾つかの基地局は通常（例えば、ランドライン或い
はマイクロ波により）無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）に接続される。無線ネットワー
ク制御局はまた、しばしば、基地局制御局（ＢＳＣ）とも呼ばれ、それに接続される複数
の基地局の種々のアクティビティを監視、調整する。無線ネットワーク制御局は通常、１
つ以上のコアネットワークノードに接続される。
【０００４】
　無線アクセスネットワークの一例は、全球規模の移動体通信サービス（ＵＭＴＳ）の地
上無線アクセス網（ＵＴＲＡＮ）である。ＵＭＴＳは、いくつかの点で、欧州において開
発された汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）として知られる無線アクセス技術の上に
構築する第３世代のシステムである。ＵＴＲＡＮは本質的にはユーザ機器ユニット（ＵＥ
ｓ）に広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）を提供する無線アクセスネットワークであ
る。
【０００５】
　当業者であれば認識するように、Ｗ－ＣＤＭＡ技術においては、共通周波数帯域を用い
ることにより、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と複数の基地局との間での同時通信が可能に
なる。共通の周波数帯域を占有している信号は、受信局において、高速擬似雑音（ＰＮ）
符号の使用に基づくスペクトラム拡散ＣＤＭＡ波形の特性により判別される。これら高速
ＰＮ符号が用いられて基地局とユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）から送信される信号を変調
する。異なるＰＮ符号（或いは、時間的にオフセットしたＰＮ符号）を用いた送信局は受
信局で別々に復調される信号を生成する。また、高速ＰＮ変調により、受信局は、幾つか
の明瞭に異なる伝播経路をもつ送信信号を結合することにより単一の送信局からの受信信
号を都合良く生成することができる。ＣＤＭＡでは、それ故に、ユーザ機器ユニット（Ｕ
Ｅｓ）は、１つのセルから別のセルへの接続のハンドオフがなされるとき、周波数を切り
替える必要がない。その結果、宛て先セルは、元々のセルがその接続サービスを続けてい
るのと同時に、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）への接続をサポートできる。ユーザ機器ユニ
ット（ＵＥ）はハンドオーバ期間中は少なくとも１つのセルを通して常に通信を行なって
いるので、呼に対する中断はない。それ故、“ソフトハンドオーバ”という用語がある。
ハードハンドオーバとは反対に、ソフトハンドオーバは“中断前に実行する（make-befor
e-break）”切り替え動作なのである。
【０００６】
　ＵＴＲＡＮには興味のあるいくつかのインタフェースがある。無線ネットワーク制御局
（ＲＮＣｓ）とコアネットワークとの間のインタフェースは“Ｉｕ”インタフェースと呼
ばれる。無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）とその基地局（ＢＳｓ）との間のインタフェ
ースは“Ｉｕｂ”インタフェースと呼ばれる。ユーザ機器ユニット（ＵＥ）と基地局との
間のインタフェースは“空中インタフェース”或いは“無線インタフェース”或いは“Ｕ
ｕインタフェース”と呼ばれる。いくつかの例において、接続には在圏或いはソースＲＮ
Ｃ（ＳＲＮＣ）とターゲット或いはドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）との両方が関与する。Ｓ
ＲＮＣは接続を制御するが、ＤＲＮＣによって扱われる接続の１つ以上の分散した脚があ
る。ＲＮＣ間トランスポートリンクは、ソースＲＮＣとドリフト或いはターゲットＲＮＣ
との間での制御とデータ信号のトランスポートのために利用され、例えば、特許文献１（
国際出願番号ＰＣＴ／ＵＳ９４／１２４１９）に記載されているように、それは、直接リ
ンクか或いは論理リンクでも良い。無線ネットワーク制御局間（例えば、在圏ＲＮＣ（Ｓ
ＲＮＣ）とドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）との間）のインタフェースは“Ｉｕｒ”インタフ
ェースと呼ばれる。
【０００７】
　無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）はＵＴＲＡＮを制御する。その制御の役割を成し遂
げる際、ＲＮＣはＵＴＲＡＮの資源を管理する。ＲＮＣにより管理されるそのような資源
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は、（数ある中でも）基地局により送信されるダウンリンク（ＤＬ）電力と、基地局によ
って感知されるアップリンク（ＵＬ）干渉と、基地局にあるハードウェアとを含む。
【０００８】
　当業者であれば、あるＲＡＮ－ＵＥ接続に関して、ＲＮＣは在圏ＲＮＣ（ＳＲＮＣ）の
役割をもつか、或いは、ドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）の役割をもつことができる。もし、
ＲＮＣが在圏ＲＮＣ（ＳＲＮＣ）であるなら、そのＲＮＣはユーザ機器ユニット（ＵＥ）
との接続を担当し、例えば、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）内でその接続について
十分な制御を行なう。在圏ＲＮＣ（ＳＲＮＣ）はコアネットワークに接続される。これに
対して、もしＲＮＣがドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）であるなら、それはユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥ）との接続に必要な（ドリフトＲＮＣ（ＤＲＮＣ）によって制御されるセル内で
）無線資源を供給することにより在圏ＲＮＣ（ＳＲＮＣ）をサポートする。ドリフト無線
ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）とそのドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）に
よりＩｕｂインタフェースで制御される基地局とを含むシステムはここでは、ＤＲＮＣサ
ブシステム或いはＤＲＮＳとして言及される。
【０００９】
　ユーザ機器ユニット（ＵＥ）の動作は、２つのモード、即ち、アイドルモード（Idle M
ode）と接続モード（Connection Mode）とをもつものとして概念化される。電源オンの後
、アイドルモードに入る。アイドルモードでは、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）とＵＴＲＡ
Ｎとの間には接続はない。接続が確立されると、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）はＵ－ＲＮ
ＴＩに割当てられ、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は接続モードに入る。Ｕ－ＲＮＴＩ（UT
RAN Radio Network Temporary Identity：ＵＴＲＡＮ　無線ネットワークの一時的アイデ
ンティティ（識別））は、グローバルなアイデンティティであり、それはＵＴＲＡＮのい
ずれのセルでも利用される。
【００１０】
　接続モードの中では、４つの異なる状態、即ち、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、及び、ＵＲＡ＿ＰＣＨがある。各状態は異なるレベ
ルのアクティビティを反映している。
【００１１】
　（ＵＴＲＡＮのような）無線アクセスネットワークと（ユーザ機器ユニット（ＵＥ）の
ような）移動端末との間の無線接続の解放には、接続モードを去りアイドルモードに入る
移動端末が関与する。現在のセルラシステムでは、接続を解放するためのいくつかの方法
がある。通常の場合には、ネットワークやユーザ機器ユニット（ＵＥ）はＲＥＬＥＡＳＥ
メッセージを他のパーティに専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）で送信する。他のパーティで
は検出されたチャネルを解放することにより、或いは、ＲＥＬＥＡＳＥ　ＣＯＭＰＬＥＴ
Ｅ或いは類似の確認応答メッセージを送信することにより、確認応答をして、そして、ア
イドルモードに入り、同様に開始側のパーティもアイドルモードに入ることができる。そ
の解放後、新しく解放された接続により割当てられたＵ－ＲＮＴＩは、別の接続で再利用
される。
【００１２】
　ＷＣＤＭＡにおいて、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）でＲＥＬＥＡＳＥメッセージを送
信する可能性が導入された。この解決策の目的は、もし、ＳＲＮＣがそのメッセージを送
信することができないなら（ＤＣＣＨはＳＲＮＣで発信する）、ＤＲＮＣが与えられたユ
ーザ機器ユニット（ＵＥ）への接続を解放することを可能にすることである。
【００１３】
　障害の場合、即ち、無線接続が喪失したとき、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）とＵＴＲＡ
Ｎとは障害が検出されるとアイドルモードに入る。物理チャネルがその場合には喪失する
ので、障害検出は、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態においてが最も速い。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ、Ｃ
ＥＬＬ＿ＰＣＨ、及びＵＲＡ＿ＰＣＨ状態では、障害検出は非常に遅い。なぜなら、それ
らは設定分毎の周期的な監視機構に依存しており、そこでは、ユーザ機器ユニット（ＵＥ
）はその状態に依存して周期的なＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ、或いはＵＲＡ　ＵＰＤＡＴＥ
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を行なう。
【特許文献１】国際出願公開公報ＷＯ９５／１５６６５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、従来のやり方では、一回にだた１つのユーザ機器ユニット（ＵＥ）をＵ
ＴＲＡＮからそのユーザ機器ユニット（ＵＥ）に送信されたＲＥＬＥＡＳＥメッセージを
用いて解放することができる。ＵＥを基本にしたことによるＵＥでの無線接続の解放はた
いていの場合には満足するものである。しかしながら、ＲＮＣ（ＳＲＮＣ或いはＤＲＮＣ
）に属する全ての接続を解放しなければならない（ＲＮＣの再起動或いは再設定をコアネ
ットワークから受信するような）障害の事態においては、この従来のやり方では途方もな
い量の信号メッセージを必要とする。そのような大量の信号は無線ネットワーク制御（Ｒ
ＮＣ）ノードにおける大きな負荷の原因ともなり、同様に、無線インタフェースにおいて
もである。資源は限られているので、ＲＥＬＥＡＳＥメッセージは全てのＵＥに即時的に
は送信されず、従って、送信するのにはいくらかの時間を要することになる。この遅延は
ユーザにとっては通常、不便なものになる。さらにその上、この遅延は、最初のユーザ機
器ユニット（ＵＥ）によって既に使用中であるＵ－ＲＮＴＩが新しい接続に早まって割当
てられるという危険を増大させてしまう。さらにその上、無線ネットワーク制御（ＲＮＣ
）ノードの再起動の場合、そのＲＮＣはその再起動前にどのＵ－ＲＮＴＩｓがユーザ機器
ユニット（ＵＥｓ）に割当てられていたのかを思いだすことはできないかもしれない。
【００１５】
　それ故に必要なことと本発明の目的とは、無線アクセスネットワークにおける無線接続
のより効率的な解放を提供する技術を備えることである。
【００１６】
　　　　　　　　　　　　　　発　明　の　要　約
　本発明を１つの側面から見ると、本発明は無線アクセスネットワークを動作させる方法
に関し、そのネットワークでは、総括的解放メッセージとして知られる単一の解放メッセ
ージを用いて複数の無線接続が解放される。本発明を別の側面から見ると、本発明は無線
アクセスネットワークとその制御ノードに関し、その制御ノードでは総括的解放メッセー
ジを用いて複数の無線接続を解放する。本発明をさらに別の側面から見ると、本発明は無
線アクセスネットワークから送信された総括的解放メッセージを認識する移動端末であり
、それはそのメッセージに応答して無線接続を解放する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の第１の態様例によれば、無線アクセスネットワークの制御ノードは総括的解放
メッセージを準備し、その第１の選択パラメータが所定の値をもつとき、無線ネットワー
ク制御（ＲＮＣ）ノードにより制御される全ての無線接続が解放されるようにする。その
所定の値は、予約された範囲の値にある値で良く、第１のパラメータについてその予約さ
れた範囲の値のいずれかの値を用いて、無線ネットワーク制御（ＲＮＣ）ノードにより制
御される全ての無線接続が解放されること指示する。その第１の態様例では、第１の選択
パラメータは総括的解放メッセージの移動端末グローバルアイデンティティ情報要素に含
まれる。例えば、その第１の選択パラメータは、在圏無線ネットワークの一時的アイデン
ティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）情報要素のような総括的解放メッセージの無線ネットワークの
一時的アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれる。第１の態様では、その無
線ネットワーク制御（ＲＮＣ）ノードは、在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノード
、或いはドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）ノードである。１つの例示的な実施
形では、第１の態様は、その在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードが障害時に実
行される（例えば、総括的解放メッセージを準備される）。
【００１８】
　本発明の第２の態様例によれば、無線アクセスネットワークの制御ノードは総括的解放
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メッセージを準備し、その第１の選択パラメータが所定の値をもち、そして、その第２の
選択パラメータが第２の所定の値をもつとき、無線ネットワーク制御ノードにより制御さ
れるセルにおける全ての無線接続が解放されるようにする。この第２の態様では、総括的
解放メッセージを準備する無線ネットワーク制御（ＲＮＣ）は、ドリフト無線ネットワー
ク制御（ＤＲＮＣ）ノードであり、そして、ドリフト無線ネットワーク制御（ＤＲＮＣ）
ノードが障害時に、総括的解放メッセージの準備が生じる。第１の態様のように、第２の
態様においても、第１の選択パラメータは、予約された第１の範囲の値に属し、第２の選
択パラメータは予約された第２の範囲の値に属することができる。第２の態様の実施形で
は、第１の選択パラメータと第２の選択パラメータの両方が、総括的解放メッセージの移
動端末グローバルアイデンティティ情報要素、例えば、総括的解放メッセージの無線ネッ
トワークの一時的アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）情報要素に含まれる。例えば、第１
の選択パラメータは、在圏無線ネットワークの一時的アイデンティティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）
情報要素にある一方で、第２の選択パラメータは、在圏無線ネットワーク制御（ＳＲＮＣ
）ノードを識別するパラメータに含まれているようにできる。
【００１９】
　図示された実施例では、総括的解放メッセージは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における共
通制御チャネル（ＣＣＣＨ）か、或いは呼出チャネル（ＰＣＨ）において送信される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の前述の、そして他の目的と特徴と利点とは、添付図面に図示されたように、好
適な実施例についての次のより具体的な説明から明らかになるであろう。その添付図面に
おいて、参照番号は種々の観点から見た同じ部分に言及している。それら図面は必ずしも
同じ縮尺で描かれているわけではなく、その代わり、本発明の原理を図示することに強調
が置かれている。
【００２１】
　次の記述は、説明を目的としたものであり、本発明を限定することを目的とするもので
はない。本発明についての完全な理解を提供するために、特定のアーキテクチュア、イン
タフェース、技術などの具体的な詳細が説明される。しかしながら、本発明はこれらの具
体的な詳細を離れた別の実施例においても実施されても良いことは当業者には明らかなこ
とであろう。別の例においては、公知の機器、回路、また方法の詳細な説明については、
本発明の説明を不必要な詳細の説明であいまいにすることのないように省略している。さ
らにその上、個々の機能ブロックについては、いくつかの図面で示されている。当業者で
あれば、その機能が個々のハードウェア回路を用いるか、適切にプログラムされたデジタ
ル・マイクロプロセッサ或いは汎用コントローラと関連したソフトウェア機能を用いるか
、アプリケーション専用集積回路（ＡＳＩＣ）を用いるか、或いは、１つ以上のデジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）を用いるかの少なくともいずれかを用いることにより実施され
ても良いことを認識するであろう。
【００２２】
　本発明の第１の態様は、図１に示された世界規模の移動体通信サービス（ＵＭＴＳ）１
０の非限定的な例の環境で説明される。雲１２として示される代表的な接続志向型の外部
コアネットワークは（例えば）公衆電話交換網（ＰＳＴＮ）と統合サービスデジタルネッ
トワーク（ＩＳＤＮ）との少なくともいずれかであるかもしれない。雲１４として示され
る代表的な非接続志向型のコアネットワークは、例えば、インターネットであるかもしれ
ない。両方のコアネットワークはそれらの対応するサービスノード１６に接続される。Ｐ
ＳＴＮ／ＩＳＤＮ接続志向型のネットワーク１２は回路交換サービスを提供する移動体交
換センタ（ＭＳＣ）ノード１８として示されている接続志向型のサービスノードである。
インターネットの非接続志向型のネットワーク１４は、しばしば在圏ＧＰＲＳサービスノ
ード（ＳＧＳＮ）として言及されるパケット交換タイプのサービスを提供するために調整
された汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）２０ノードである。
【００２３】
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　コアネットワークサービスノード１８と２０の夫々は、ＵＭＴＳ地上無線アクセス網（
ＵＴＲＡＮ）２４にＩｕインタフェースとして言及される無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）のインタフェースにより接続する。ＵＴＲＡＮ２４は、１つ以上の無線ネットワー
ク制御局（ＲＮＣｓ）２６を含む。説明を簡単にするために、図１のＵＴＲＡＮ２４には
ただ２つのＲＮＣノード、特に、ＲＮＣ２６1とＲＮＣ２６2とが示されている。各ＲＮＣ
２６は複数の基地局（ＢＳ）２８に接続される。例えば、また説明を簡単にするために、
各ＲＮＣ２６には２つの基地局ノードが接続されるように示されている。この点について
、ＲＮＣ２６1は基地局２８1-1と基地局２８1-2とにサービスを行なう一方で、ＲＮＣ２
６2は基地局２８2-1と基地局２８2-2とにサービスを行なう。異なる数の基地局が各ＲＮ
Ｃによってサービスを受けることができ、ＲＮＣは同じ数の基地局にサービスを行なう必
要はないことが認識されるであろう。さらにその上、図１はＲＮＣはＩｕｒインタフェー
スによりＵＴＲＡＮ２４において１つ以上のＲＮＣに接続されることを示している。
【００２４】
　例示された実施形態では、説明を簡単にするために、各基地局２８は１つのセルにサー
ビスを行なうものとして示されている。各セルは各基地局を取り囲む円によって表現され
ている。しかしながら、当業者であれば、基地局は２つ以上のセルのために空中インタフ
ェースにより通信を行なうためにサービスを行なっても良いことを認識するであろう。例
えば、２つのセルは同じ基地局サイトに位置した資源を利用することもできる。
【００２５】
　図１に示されたユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）３０のようなユーザ機器ユニット（ＵＥ
ｓ）は夫々、無線或いは空中インタフェースにより１つ以上のセル或いは１つ以上の基地
局（ＢＳ）２８と通信を行なう。Ｉｕインタフェース、Ｉｕｂインタフェース、及びＩｕ
ｒインタフェースの夫々は図１において一点鎖線で示されており、空中インタフェース３
２は図８において一点鎖線で示されている。
【００２６】
　好適には、無線接続は広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）に基づいており、個々の
無線チャネルはＣＤＭＡ拡散符号を用いて割当てられる。もちろん、他のアクセス方法を
用いることもできる。ＷＣＤＭＡはマルチメディアサービスと他の高速送信要求のために
広帯域を備えるとともに、ダイバーシティ・ハンドオフとＲＡＫＥ受信機のような耐性の
強い特徴を備え高品質を保証している。各ユーザ移動局或いは機器ユニット（ＵＥ）３０
には自分自身のスクランブルコードが割当てられ、基地局２８が特定のユーザ機器ユニッ
トからの送信を識別するとともに、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）がそのユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥ）に対して意図された基地局からの送信を、その同じ領域内に存在する他の全て
の送信と雑音とから識別する。
【００２７】
　異なるタイプの制御チャネルが基地局２８の１つとユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）３０
との間に存在しても良い。例えば、フォワード或いはダウンリンク方向において、種々の
別のタイプの制御メッセージをユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に提供するための汎用同報
チャネル（ＢＣＨ）、呼出チャネル（ＰＣＨ）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）
、及びフォワードアクセスチャネル（ＦＡＣＨ）を含むいくつかのタイプの同報チャネル
がある。リバース或いはアップリンク方向において、位置登録、発呼、呼出応答、及び他
のタイプのアクセス動作を実行するためのアクセスが望まれるときにはいつでも、ランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）がユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）によって用いられる。
また、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）が、例えば、ウェブブラウザのアプリケー
ションにおけるウェブページ要求のようなショートデータパケットを搬送するために用い
られる。
【００２８】
　制御チャネルにより設定されるように、トラフィックチャネル（ＴＣＨ）が割当てられ
てユーザ機器ユニット（ＵＥ）との実質的な呼の通信を搬送する。そのトラフィックチャ
ネルのいくつかは共通トラフィックチャネルで良いが、他のトラフィックチャネルは専用
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トラフィックチャネル（ＤＣＨ）で良い。
【００２９】
　図８はユーザ機器ユニット（ＵＥ）３０の選択された汎用的な特徴と無線ネットワーク
制御局２６と基地局２８のような例示的なノードとを示している。図８に示されたユーザ
機器ユニット（ＵＥ）３０は、そのユーザ機器ユニット（ＵＥ）によって必要とされる種
々の動作を制御するためのデータ処理及び制御ユニット３１を含んでいる。ＵＥのデータ
処理及び制御ユニット３１は制御信号とともにアンテナ３５に接続された無線トランシー
バ３３へのデータとを提供する。これ以後に述べる他の機能に加えて、ユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥ）３０は、入力デバイス３１０とディスプレイデバイス３１２のようなユーザイ
ンタラクティブ或いはユーザが閲覧可能なデバイスをもつことができる。
【００３０】
　図８に例示するような無線ネットワーク制御局２６と基地局２８とは、夫々が対応する
データ処理及び制御ユニット３６と３７とを夫々含み、ＲＮＣ２６とユーザ機器ユニット
（ＵＥｓ）３０との間での通信を実行するのに必要な多くの無線及びデータ処理動作を実
行する無線ネットワークノードである。基地局のデータ処理及び制御ユニット３７により
制御される機器の一部は、１つ以上のアンテナ３９に接続された複数の無線トランシーバ
３８を含んでいる。
【００３１】
　本発明は、特に、無線接続の解放に関し、無線アクセスネットワークの制御ノードによ
り生成され、そして、そのノードから送信される総括的な接続解放メッセージの特徴をう
まく描いている。その総括的解放メッセージは複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に関
与する複数の無線接続を解放するために用いられ、これにより、さもなければ複数の解放
メッセージの送信となるものに伴う問題を取り除いている。
【００３２】
　本発明の総括的解放メッセージは、複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）夫々に関与す
る複数の無線接続を解放するために役立つという意味において、複数接続の解放メッセー
ジである。また、本発明の総括的解放メッセージは、そのペイロードが制御ノードから基
地局に一度限り送信される必要があるだけで制御ノードにより制御され基地局によりサー
ビスを受けている全ての無線接続を解放するという意味において、単一解放メッセージで
ある。制御ノードが複数の基地局を制御し、その制御ノードが同報或いはマルチキャスト
能力をもつとき、その総括的解放メッセージは、基地局によりサービスを受け制御ノード
により制御されるユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に関与する全ての無線制御を解放するた
めに生成される必要のある唯一の解放メッセージであるという意味において、単一の解放
メッセージである。さらにその上、その制御ノードは在圏無線ネットワーク制御ノードで
あり、それによって制御される無線接続がドリフト無線ネットワーク制御ノードにより制
御される資源を利用するなら、その総括的解放メッセージは、その総括的解放メッセージ
のペイロードのたった１回の適用がドリフト無線ネットワーク制御ノードの資源を利用す
る制御ノードにより制御される全ての無線接続を解放するのに必要であるという意味にお
いて、単一の解放メッセージである。
【００３３】
　図１は本発明の第１の態様例を示しており、在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２
６1の形をした制御ノードは総括的解放メッセージ生成器１００1をもっている。図１の破
線で示されているように、総括的解放メッセージ生成器１００1によって生成された総括
的解放メッセージがＩｕｂインタフェースにより在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）
２６1によって、在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御される基地局２
８1-1と２８1-2の各々に適用されるとともに、ＲＮＣ間リンク２９によりドリフト無線ネ
ットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2に対しても適用される。
【００３４】
　従って、図１のシナリオでは、基地局２８1-1と２８1-2の両方が現在のところ、在圏無
線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御される無線接続をもっており、ドリフ
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ト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2は現在のところ、在圏無線ネットワーク制
御局（ＲＮＣ）２６1により制御される無線接続に関与する資源を制御すると想定される
。事実、図１に示すシナリオでは、基地局２８1-1と２８1-2の両方が、在圏無線ネットワ
ーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御される無線接続に関与した４つの図示されたユー
ザ機器ユニット（ＵＥｓ）３０にサービスを提供している。さらにその上、無線ネットワ
ーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2は、２つのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）３０に関与する
無線接続についてドリフト無線ネットワーク制御局としての役目を果たす。ここで、その
２つのユーザ機器ユニットの１つは基地局２８2-1によりサービスを受け、それらのユー
ザ機器ユニットの内のもう１つは基地局２８2-2によりサービスを受ける。在圏無線ネッ
トワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御される１個のセル当たり４つのユーザ機器ユ
ニット（ＵＥｓ）の例と、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2により制
御される１個のセル当たり１つのユーザ機器ユニット（ＵＥ）とは、説明を簡単にするた
めに用いられる簡単な例であることを認識されたい。しかし、おそらくは非常に多くの数
の無線接続がセル当たり関与しているが、また、より少ない数の無線接続が与えられたセ
ルによりサービスを受けるかもしれないこともあり得る。どんな場合でも、図１に示され
た全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に関与する無線接続が、図１に破線で示された総
括的解放メッセージの生成と送信時には解放される。
【００３５】
　図２は、いくらかより詳細に、本発明の第１の態様の代表的な実施形の一部を示してい
る。図２において、総括的解放メッセージ生成器１００1は、在圏無線ネットワーク制御
局（ＲＮＣ）２６1に位置する接続解放機能１０２1を有するものとして示されている。接
続解放機能１０２1は、汎用フォーマットを用いて正規の接続解放メッセージを準備する
役目を果たしている。正規の接続解放メッセージは在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ
）２６1によって生成された通常のタイプの接続解放メッセージであり、個々のユーザ機
器ユニット（ＵＥ）との無線接続が解放されることになるとき生成され送信される。総括
的解放メッセージ生成器１００1は示されているように接続解放機能１０２1の特別なルー
チンであるか或いはサブセットでよく、或いはもし望まれるなら、別個の機能或いはユニ
ットで良い。どんな場合でも、求められるとき、総括的解放メッセージ生成器１００1は
、複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に関与する複数の接続の接続解放を行なう総括的
解放メッセージへと（図３に示されているような）汎用接続解放メッセージを変換する役
割を果たす。
【００３６】
　図示された実施形態では、総括的解放メッセージ生成器１００1は在圏無線ネットワー
ク制御局（ＲＮＣ）２６1で障害或いは故障があるときに実行される。図１は、特に、接
続解放機能１０２1と総括的解放メッセージ生成器１００1に在圏無線ネットワーク制御局
（ＲＮＣ）２６1によって制御される全ての無線接続を解放することを要求する在圏無線
ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1の障害或いは故障を通知する故障検出／通知ユニッ
ト１０４1を示している。故障検出／通知ユニット１０４1は、在圏無線ネットワーク制御
局（ＲＮＣ）２６1の障害或いは故障を検出するか、或いは在圏無線ネットワーク制御局
（ＲＮＣ）２６1において検知された障害或いは故障の（例えば、コアネットワーク１６
からの）外部指示を受信することができる。
【００３７】
　在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1の実施例において、既に説明した構成要
素／機能に加えて、メインプロセッサ（ＭＰ）１０８1、スイッチ１１０1、基地局２８1-

1へのインタフェース（ＢＳ　Ｉ／Ｆ）１１２1-1、基地局２８1-2へのインタフェース（
ＢＳ　Ｉ／Ｆ）１１２1-2、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2へのイン
タフェース（Ｉｕｒ　Ｉ／Ｆ）１１４、ダイバーシティ・ハンドオーバ・ユニット１２７

1、コーデック１３０1、タイミングユニット１３２1のような他の構成要素を有している
。
【００３８】
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　図３は本発明を説明するのに有用な汎用接続解放メッセージの例について関係する特徴
を簡単に図示したものである。図３の接続解放メッセージは、ヘッダ３－Ｈと、メッセー
ジタイプ情報要素３－Ｔと、移動端末（ＭＴ）グローバルアイデンティティ情報要素３－
Ｉとを有している。従来の使用では、移動端末（ＭＴ）グローバルアイデンティティ情報
要素３－Ｉは、解放されることになる無線接続に関与する単一のユーザ機器ユニット（Ｕ
Ｅ）の指示を含んでいる。その単一の影響を受ける移動端末のＵ－ＲＮＴＩ（ＵＴＲＡＮ
無線ネットワークの一時的アイデンティティ：Radio Network Temporary Identity）が図
３の解放メッセージの情報要素３－Ｉに挿入される。
【００３９】
　図４は本発明の第１の態様例の総括的解放メッセージ生成器１００1が図３の汎用接続
解放メッセージを本発明の総括的解放メッセージにどのように変換しているのかを示して
いることを描写している。この点に関して、図４は、Ｕ－ＲＮＴＩ情報要素４－Ｉが実際
には２つの部分、特に、ＳＲＮＣ－ｉｄ情報要素部とＳ－ＲＮＴＩ情報要素部とを有して
いる。ＳＲＮＣ－ｉｄ情報要素は通常、従来の接続解放メッセージにより影響を受けるユ
ーザ機器ユニット（ＵＥ）にサービスを提供するＳＲＮＣの識別子である。Ｓ－ＲＮＴＩ
の情報要素はそのＳＲＮＣ内のユーザ機器ユニット（ＵＥ）を区別するためにそのＳＲＮ
Ｃにより割当てられた番号である。
【００４０】
　本発明の第１の態様例の総括的解放メッセージ生成器１００1が（例えば、故障検出／
通知ユニット１０４1により）総括的解放メッセージを生成するように求められたとき、
総括的解放メッセージ生成器１００1は、無線ネットワーク制御ノードにより制御される
全ての無線接続が解放されることを示す所定の値をＳ－ＲＮＴＩ情報要素に挿入すること
により、汎用接続解放メッセージを変換する。図４に示されているように、所定の値は、
予約された範囲の値にある値で良く、第１のパラメータについてその予約された範囲の値
のいずれかの値を用いることで、無線ネットワーク制御（ＲＮＣ）ノードにより制御され
る全ての無線接続が解放されることを示す。
【００４１】
　総括的解放メッセージ生成器１００1は図２のシナリオの例にある種々の方法で機能す
ることができることを認識されたい。例えば、総括的解放メッセージ生成器１００1は、
例えば、１つ以上のセルあるいはパケットで包み込まれ、スイッチ１１０1に適用される
単一の総括的解放メッセージを準備することができる。その総括的解放メッセージのヘッ
ダ４－Ｈにおける宛先アドレスパラメータなどは、スイッチ１１０1に、その総括的解放
メッセージが、基地局インタフェース１１２1-1と、基地局インタフェース１１２1-2と、
Ｉｕｒインタフェース１１４の各々に同報或いはマルチキャストすることになっているこ
とを知らせる。そのような同報／マルチキャストモードにおいて、スイッチ１１０1はそ
の総括的解放メッセージのコピーをつくり、そのコピーを夫々基地局インタフェース１１
２1-1と、基地局インタフェース１１２1-2と、Ｉｕｒインタフェース１１４とにルーティ
ングする。その総括的解放メッセージのコピーは、基地局インタフェース１１２1-1と、
基地局インタフェース１１２1-2と、Ｉｕｒインタフェース１１４とにより、基地局２８1

-1と基地局２８1-2とドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2とに夫々適用さ
れる。
【００４２】
　総括的解放メッセージのコピーの受信時には、各基地局２８1-1と２８1-2とは空中イン
タフェースにより、それによりサービスを受けている全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ
）に総括的解放メッセージのペイロードを送信する。総括的解放メッセージのコピーの受
信時には、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2に備えられたロジックが
総括的解放メッセージのコピーを各基地局２８2-1と２８2-2とに適用し、次に、それらが
空中インタフェースにより、在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御さ
れ、しかし、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2により制御される資源
を用いる接続に関与した全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に総括的解放メッセージの
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ペイロードを送信する。
【００４３】
　例示するユーザ機器ユニット（ＵＥ）における総括的解放メッセージの受信は、図８の
破線により描かれている。図８に示されているように、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）３０
は、例えば、汎用接続解放メッセージをデコードし、接続解放メッセージが総括的解放メ
ッセージであるかどうかを判断することの可能な接続解放メッセージ処理機能２００を含
んでいる。結局、接続解放メッセージ処理機能２００は、例えば、接続解放メッセージが
総括的解放メッセージであることを特定する所定の値や予約された範囲をそこに格納する
メモリ２０２へアクセスする。言い換えると、メモリ２０２に格納された値は総括的解放
メッセージ生成器１００により利用されるもので、図４の総括的解放メッセージのＳ－Ｒ
ＮＴＩ情報要素を準備し、そして、到来する接続解放メッセージが全てのユーザ機器ユニ
ット（ＵＥｓ）に適用可能であるかどうかを確認するために接続解放メッセージ処理機能
２００により用いられる。もちろん、メモリ２０２はまた、個々のユーザ機器ユニット（
ＵＥ）に現在は一致してＵ－ＲＮＴＩを格納することができ、メモリ２０２はユーザ機器
ユニット（ＵＥ）にある。接続解放メッセージ処理機能２００が受信された接続解放メッ
セージがこのユーザ機器ユニット（ＵＥ）にユニークに宛てられたものであるか、或いは
、総括的解放メッセージが受信されたと判断するとき、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は、
図９を参照してこれ以後説明するように、アイドルモードに入る。
【００４４】
　ところで、図８は、例示された実施形において、接続解放メッセージ処理機能２００が
ユーザ機器ユニット（ＵＥ）３０のデータ処理及び制御ユニット３１の一部であり、総括
的解放メッセージ生成器１００1が在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1のデータ
処理及び制御ユニット３６にあることを示している。総括的解放メッセージ生成器１００
と接続解放メッセージ処理機能２００のそのような例の場合は、限定的なものではなく、
これらの機能は種々様々な方法で実施されても良いことを理解すべきであるように、個々
のハードウェア回路を用いることに限定されるものではなく、適切にプログラムされたデ
ジタルマイクロプロセッサ或いは汎用コンピュータに関連したソフトウェア機能を用いる
こと、アプリケーション専用集積回路（ＡＳＩＣ）を用いること、１つ以上のデジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）を用いることの少なくともいずれかを含むものである。
【００４５】
　また、図２の第１の態様の総括的解放メッセージ生成器１００1は、スイッチ１１０1に
よりコピーと分配のためにスイッチ１１０1に唯一の総括的解放メッセージを適用するよ
りはむしろ、その代わりに、在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御さ
れる各基地局と在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1により利用される各ドリフ
トＲＮＣのために（たとえ、ヘッダ３－Ｈにおいて最終宛先アドレスが異なっていても）
同じ総括的解放メッセージを生成することができることを理解すべきである。例示された
実施形態では、そのようなことにより、３つの総括的解放メッセージが生成される結果と
なる。しかしながら、このようにして生成された総括的解放メッセージの少なくともいく
つか、おそらくは全てが結局は複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に送信されることに
留意しなければならない。それ故に、総括的解放メッセージの生成を多くすることのシナ
リオでさえも、接続解放メッセージの数は、もし接続解放メッセージが在圏無線ネットワ
ーク制御局（ＲＮＣ）２６1により制御される接続に関与した個々のユーザ機器ユニット
（ＵＥ）各々について別々に送信されたなら、さもなければ発生したものよりもはるかに
少ないものである。
【００４６】
　本発明の第１の態様での図２の描写は、在圏無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６

1からの総括的解放メッセージの送信により、在圏無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）
２６1により制御される全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）との接続を解放する在圏無
線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1を示している。第１の態様の変形例においては
、また、その総括的解放メッセージはドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６
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2のようなドリフト無線ネットワーク制御局から送信されても良い。
【００４７】
　上述の点について、図２Ａは第１の態様の第１の変形例を示しており、在圏無線ネット
ワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1はドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2に
、在圏無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1によって制御される全てのユーザ機器
ユニット（ＵＥｓ）との接続を解放する明白な要求をもったメッセージを送信する。在圏
無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1からドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲ
ＮＣ）２６2に送信される要求メッセージは、図２Ａでは一点鎖線で描かれている。その
要求メッセージはドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2の適当なユニット
（例えば、メインプロセッサ１０８2）で受信され、そのユニットはそれから、ドリフト
無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2の制御下で全てのセルに対して（例えば、全
ての基地局ノードに対して）総括的解放メッセージの準備をして送信の原因をつくる。そ
の総括的解放メッセージは、基地局２８2-1と基地局２８2-2との両方にスイッチ１１０2

を介して同報するものとして、図２Ａにおいて破線で示されている。同報メッセージの代
わりに、別個の総括的解放メッセージがメインプロセッサ１０８2から基地局２８2-1と基
地局２８2-2の各々に送信されても良いことを理解されたい。
【００４８】
　図２Ｂは第１の態様の第２の変形例、特に、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮ
Ｃ）２６2が、在圏無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1への接続を喪失したという
徴候を検出或いは受信するという変形例を示している。図２Ｂは“ＬＯＳＴ”という矢に
より、在圏無線ネットワーク制御局（ＳＲＮＣ）２６1との接続が喪失したという徴候の
受信を表現している。そのような指示は、シグナリングシステム７（ＳＳ７）のようなシ
グナリングネットワークにおける監視機能から備えることができる。そのような場合、ド
リフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2は、ドリフト無線ネットワーク制御局
（ＤＲＮＣ）２６2の制御下にある全てのセルに対して（例えば、全ての基地局ノードに
対して）、総括的解放メッセージを送信する。その総括的解放メッセージは、図２Ｂでは
、基地局２８2-1と基地局２８2-2との両方にスイッチ１１０2を介して同報するものとし
て、破線で描かれている。再び、同報メッセージの代わりに、別個の総括的解放メッセー
ジがメインプロセッサ１０８2から基地局２８2-1と基地局２８2-2の各々に送信されても
良いことを理解されたい。
【００４９】
　図２Ａと図２Ｂとにより表現された変形例に関連して、ドリフト無線ネットワーク制御
局（ＤＲＮＣ）２６2は通常、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2の制御
下にあるセルにおける全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）についての情報を保持する。
そのような情報は、これらユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）のＵＲＮＴＩにあっても良い。
第１の態様の変形例において、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2は、
その制御下にある全てのセルに対して総括的解放メッセージの準備することができ、そし
て、予約された範囲において適切なＳＲＮＣのＳＲＮＣ－ｉｄとＳＲＮＴＩとを含むこと
ができる。
【００５０】
　図５は本発明の第２の態様例を示しており、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮ
Ｃ）２６2の形をした制御ノードは総括的解放メッセージ生成器１００2をもっている。図
５において破線で示されているように、総括的解放メッセージ生成器１００2によって生
成された総括的解放メッセージがＩｕｂインタフェースによりドリフト無線ネットワーク
制御局（ＲＮＣ）２６2によって、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６2によ
り制御される基地局２８1-1と２８1-2の各々に適用される。なぜなら、それらの基地局は
ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2によって制御される無線資源を利用
するからである。この点に関し、図示のために、無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２
６2は、２つのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）３０に関与する無線接続のためのドリフト
無線ネットワーク制御局としての役目を果たしている。ここで、その２つのユーザ機器ユ
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ニットの１つは基地局２８2-1によりサービスを受け、それらのユーザ機器ユニットの内
のもう１つは基地局２８2-2によりサービスを受ける。図６はさらに、２つの別のユーザ
機器ユニット（ＵＥｓ）もまた、（これら他のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に対する無
線接続のためにＳＲＮＣとして機能する）ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）
２６2により制御される各セルに常駐していることを図示している。再び、１個のセル当
たりのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）の数と、基地局に位置するセルの数と、ＲＮＣによ
り制御される基地局の数との図示した例は、変更可能であり、本発明を限定するものでは
ない。
【００５１】
　図６は、いくらかより詳細に、図５の第２の態様の代表的な実施形の一部を示している
。第１の態様例でもそうであったように、総括的解放メッセージ生成器１００2は、接続
解放機能１０２1を有し、しかし、その接続解放機能１０２1はドリフト無線ネットワーク
制御局（ＤＲＮＣ）２６2に位置するものとして示されている。前述のように、接続解放
機能１０２2は、汎用フォーマットを用いて正規の接続解放メッセージを準備する役目を
果たしている。第１の態様におけるように、接続解放機能１００2は、図示されているよ
うに、接続解放機能１０２2の特別なルーチンであるか或いはサブセットでよく、或いは
もし望まれるなら、別個の機能或いはユニットで良い。求められるとき、総括的解放メッ
セージ生成器１００2は、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2によって制
御されるセルに位置する複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に関与する複数の接続の接
続解放を行なう図７の総括的解放メッセージへと（図３に示されているような）汎用接続
解放メッセージを変換する役割を果たす。
【００５２】
　図示された実施形態では、総括的解放メッセージ生成器１００2はドリフト無線ネット
ワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2で障害或いは故障があるときに求められる。図６は、特
に、接続解放機能１０２2と総括的解放メッセージ生成器１００2に、ドリフト無線ネット
ワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2によって制御されるセルにある全てのユーザ機器ユニッ
ト（ＵＥｓ）に対する全ての無線接続の解放を要求するドリフト無線ネットワーク制御局
（ＤＲＮＣ）２６2の障害或いは故障を通知する故障検出／通知ユニット１０４2を示して
いる。故障検出／通知ユニット１０４2それ自身は、ドリフト無線ネットワーク制御局（
ＲＮＣ）２６2の障害或いは故障を検出するか、或いはドリフト無線ネットワーク制御局
（ＤＲＮＣ）２６2において検知された障害或いは故障の（例えば、コアネットワーク１
６からの）外部指示を受信することができる。
【００５３】
　図７は本発明の第２の態様例の総括的解放メッセージ生成器１００2が図３の汎用接続
解放メッセージを本発明の総括的解放メッセージにどのように変換しているのかを示して
いる。この点に関して、（図４のような）図７は、上述のように、Ｕ－ＲＮＴＩ情報要素
７－Ｉが実際には２つの部分、特に、ＳＲＮＣ－ｉｄ情報要素部とＳ－ＲＮＴＩ情報要素
部とを有していることを描写している。
【００５４】
　本発明の第２の態様例の総括的解放メッセージ生成器１００2が（例えば、故障検出／
通知ユニット１０４2により）総括的解放メッセージを生成するように求められたとき、
総括的解放メッセージ生成器１００2は、第１の態様と同様な方法で、（第１の）所定の
値をＳ－ＲＮＴＩ情報要素に挿入することにより汎用接続解放メッセージを変換し、そし
て、付加的には第２の所定の値をＳＲＮＣ－ｉｄ情報要素に挿入する。ドリフト無線ネッ
トワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2の総括的解放メッセージ生成器１００2により準備され
るように、図７の総括的解放メッセージにより、ドリフト無線ネットワーク制御ノードに
より制御されるセルにおける全ての無線接続が解放されるようにする。
【００５５】
　第１の態様におけるように、そして、図６に示されているように、第２の態様では、第
１の選択パラメータは、第１の予約された範囲の値に属し、第２の選択パラメータは、第
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２の予約された範囲の値に属することができる。従って、第２の態様の実施例では、第１
の選択パラメータと第２の選択パラメータとの両方が、その総括的解放メッセージの無線
ネットワークの移動端末グローバルアイデンティティ情報要素、例えば、その総括的解放
メッセージの無線ネットワークの一時的なアイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ）の情報要素
に含まれる。例えば、第１の選択パラメータは在圏無線ネットワークの一時的アイデンテ
ィティ（Ｓ－ＲＮＴＩ）の情報要素にある一方、第２の選択パラメータは在圏無線ネット
ワーク制御（ＳＲＮＣ）ノードを識別する情報要素に含まれて良い。
【００５６】
　第１の態様例におけるように、第２の態様例でも、総括的解放メッセージ生成器１００

2は、スイッチ１１０2を介して、基地局２８1-1と基地局２８1-2の夫々に同報／マルチキ
ャストする単一の総括的解放メッセージを生成できる。或いは、総括的解放メッセージ生
成器１００2は、例えば、その制御下にある各基地局に対して別個の総括的解放メッセー
ジを生成することもできる。
【００５７】
　総括的解放メッセージのコピーの受信時には、各基地局２８1-1と２８1-2とは空中イン
タフェースにより、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2により制御され
るセルによりサービスを受けている全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）に総括的解放メ
ッセージのペイロードを送信する。（図８において破線で描かれている）例示するユーザ
機器ユニット（ＵＥ）における総括的解放メッセージの受信と処理は、前述したのと同じ
方法においてなされる。その結果、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は、図９を参照してこれ
以後に説明するように、アイドルモードに入る。
【００５８】
　第１の態様についての図２と図２Ａと図２Ｂとにおいて、そして、第２の態様について
の図６において図示したより詳細な構造は限定的なものではなく、その代わりに他の構造
や構成が利用可能であることを理解すべきである。この点に関して、これまでに説明した
特定の無線ネットワーク制御（ＲＮＣ）ノードは交換を基本とするノードとして図示され
たが、そのようなものは本発明には要求されておらず、そして、総括的解放メッセージを
適用する他の方法も本発明の範囲の中にある。
【００５９】
　さらに、本発明の第１の態様と第２の態様とが組み合わせて用いることもできることが
さらに認識されるであろう。例えば、ＲＮＣの故障や再起動の少なくともいずれかにおい
て、ＳＲＮＣ或いはＤＲＮＣとして与えられたＲＮＣをもつ全てのユーザ機器ユニット（
ＵＥｓ）を解放することが望まれていることを仮定しよう。そのようなシナリオにおいて
、第１の態様は、ＳＲＮＣとしてそのＲＮＣをもつ全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）
を解放するために採用される一方で、第２の態様はＤＲＮＣとしてそのＲＮＣをもつ全て
のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）を解放するために利用される。
【００６０】
　従って、本発明は、例えば、同じ接続解放メッセージ、例えば、本発明の総括的解放メ
ッセージにおいて多くのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）の扱いを簡単にすることにより、
従来技術の問題を解決するものである。本発明の第１の態様では、Ｕ－ＲＮＴＩの所定の
値或いは予約された値の範囲が同報アドレス或いはグループアドレスとして用いられ、こ
れにより、いくつかのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）の扱いを可能にしている。本発明の
第１の態様では、在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1に対する適当なＳＲＮＣ
－ｉｄをもつＵ－ＲＮＴＩと所定の値（或いは予約された範囲）にあるＳ－ＲＮＴＩ情報
要素の値とが、特定の在圏無線ネットワーク制御局（ＲＮＣ）２６1に属する全てのユー
ザ機器ユニット（ＵＥｓ）を扱っている。
【００６１】
　本発明の第２の態様では、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2により
生成された接続解放メッセージが、そのＳＲＮＣ－ｉｄ情報要素に、第２の所定の値（或
いは第２の予約された範囲にある値）をもち、そして、そのＳ－ＲＮＴＩ情報要素に第１
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の所定の値或いは第１の予約された範囲にある値をもつとき、それは総括的解放メッセー
ジとして認識され、ドリフト無線ネットワーク制御局（ＤＲＮＣ）２６2により制御され
るセルにある全てのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）を解放するであろう。
【００６２】
　図９は本発明についてのユーザ機器ユニット（ＵＥ）に関連する状態モデルを示してい
る。そのユーザ機器ユニット（ＵＥ）の電源投入後にアイドルモードに入る。そのアイド
ルモードでは、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）とＵＴＲＡＮとの間の接続はない。接続が確
立されると、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）にはＵ－ＲＮＴＩが割当てられ、そのユーザ機
器ユニット（ＵＥ）は接続モードに入る。
【００６３】
　接続モードの中では、４つの異なる状態がある。以下に別々に議論するように、各状態
は異なるレベルのアクティビティを反映する。
【００６４】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態は、そのユーザ機器ユニット（ＵＥ）に割当てられた専用チャネ
ル（ＤＣＨ）があることにより特徴付けられる。マクロダイバーシティはいくつかのセル
のＤＣＨ間で用いられても良い。ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態には、ユーザ機器ユニット（ＵＥ
）とＵＴＲＡＮとの間のシグナリングメッセージの送信のために用いられる専用制御チャ
ネル（ＤＣＣＨ）がある。
【００６５】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態では、専用物理チャネルは割当てられないが、ユーザ機器ユニ
ット（ＵＥ）は選択されたセルに属するダウンリンクにおいて共通チャネル（ＦＡＣＨ）
を連続的に聴取している。アップリンクにおいては、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は通常
、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）を用いている。セル再選択毎に、ユーザ機器ユ
ニット（ＵＥ）はその現在のセル位置にあるネットワークを更新する。この状態では、ユ
ーザ機器ユニット（ＵＥ）とＵＴＲＡＮとの間でシグナリングメッセージの送信をするた
めに用いられる専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）がある。ＤＣＣＨは無線ネットワークの一
時的アイデンティティ（Ｕ－ＲＮＴＩ或いはＣ－ＲＮＴＩ）に全てのシグナリングメッセ
ージを付加することにより実施され、従って、個々のＵＥを扱う。前述のように、Ｕ－Ｒ
ＮＴＩ（ＵＴＲＡＮ　ＲＮＴＩ）はグローバルなアイデンティティであり、それはＵＴＲ
ＡＮにおけるどのセルにおいても使用できる。Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ　ＲＮＴＩ）は単
一のセルにおいて重要なだけであり、セル毎に再割当てをしなければならない。これに対
して、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ　ＲＮＴＩ）はそれが用いられるとき、無線インタフェー
スにより空間を節約するＵ－ＲＮＴＩよりもずっと短い。また、この状態ではＣＣＣＨ（
共通制御チャネル）があり、それはＲＮＣ境界を超えたセル再選択の後のようなＳＲＮＣ
への接続が利用可能ではないときに、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ或いはＵＲＡ　ＵＰＤＡＴ
ＥメッセージがＤＲＮＣに送信されるときに用いられる。
【００６６】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態では、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は選択セルの呼出チャネル（
ＰＣＨ）を監視する。ＰＣＨにおいて、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）は不連続的な受信（
ＤＲＸ）を用いて電力を節約し、そして、いつ聴取するのかという方式は、ユーザ機器ユ
ニット（ＵＥ）毎を基本にして、ネットワークとユーザ機器ユニットとの間で同意がとら
れる。また、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態では、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）はセル再選択にお
いて、その現在のセル位置でネットワークを更新する。ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態では、ＤＣ
ＣＨは利用可能ではない。ＰＣＨにおいて、個々のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）を扱う
手段が（Ｕ－ＲＮＴＩを用いて）存在するが、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）はネットワー
クに対するどんなシグナリングメッセージも転送することはできない。
【００６７】
　ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態は、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態とほとんど同一である。その違いはＵＲ
Ａ境界を越えた後、ユーザ機器ユニット（ＵＥ）はその位置のネットワークを更新するだ
けである。ＵＲＡ（ＵＴＲＡＮ登録領域）は一群のセルである。これは、この状態では、
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ユーザ機器ユニット（ＵＥ）の位置は概してただＵＲＡレベルにおいてのみ知られている
ことを意味する。
【００６８】
　（ＵＴＲＡＮのような）無線アクセスネットワークと（ＵＥのような）移動端末との間
の無線接続の解放は、その移動端末が接続モードを離れ、アイドルモードに入ることを要
求する（図９を参照）。
【００６９】
　ＲＥＬＥＡＳＥメッセージはＣＣＣＨで、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で送信される。しか
しながら、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨとＵＲＡ＿ＰＣＨ状態では、ＣＣＣＨはない。２０００年１
１月２８日出願の“セルラ通信システムにおける呼出手順を用いたユーザ機器ユニットの
解放（RELEASE OF USER EQUIPMENT UNIT USING A PAGE PROCEDURE IN A CELLULAR COMMUN
ICATION SYSTEM）”という名称の米国特許出願シリアル番号第０９／７２４，７５４号（
ここで、その全体が参照により組み込まれる）には、ＰＣＨがＲＥＬＥＡＳＥメッセージ
を送信するのに用いられることを記載している。もし、ＰＣＨがそのように用いられるな
ら、本発明の同報或いはグループＵ－ＲＮＴＩの概念を用いると、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨとＵ
ＲＡ＿ＰＣＨ状態にあるいくつかのユーザ機器ユニット（ＵＥｓ）はＰＣＨで単一のメッ
セージによりうまく解放される。
【００７０】
　従って、前述の記載から、本発明の１つの側面は総括的解放メッセージを用いて複数の
無線接続が解放される無線アクセスネットワークを動作させる方法に関するものであるこ
とが分かる。本発明の別の側面は無線アクセスネットワークとその制御ノードに関するも
ので、そのノードは総括的解放メッセージを用いて複数の無線接続を解放する。本発明の
さらに別の側面は、無線アクセスネットワークから送信された総括的解放メッセージを認
識する移動端末に関するものであり、その端末はそのメッセージに応答してその無線接続
を解放する。
【００７１】
　都合の良いことに、本発明は、１つのメッセージが複数のユーザ機器ユニット（ＵＥｓ
）に対して導かれるか、或いは送信されるので、ＲＮＣの故障時に要求されるシグナリン
グ量をかなり削減する。多くのユーザ機器ユニット（ＵＥ）が同時に解放される必要があ
る場合には、各接続の解放についての時間的な遅延も小さくなる。これにより、ユーザに
より良いサービスを提供し、再起動後に既に用いられているＲＮＴＩを割当てる危険を小
さくすることができる。重要なこととして、ネットワークにおけるシグナリング負荷、Ｒ
ＮＣ負荷、そのシグナリングに必要な無線資源全てが削減される。
【００７２】
　現在最も実際的で好適な実施例であると考えられるものに関連して本発明を説明したが
、本発明はその開示された実施例によって限定されるものではなく、それとは反対に、添
付した請求の範囲の精神と範囲の中に含められる数多くの変形例や同等物の構成をも含む
ことが意図されていることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の第１実施態様の例に従った、複数の無線接続を解放するための総括的解
放メッセージの使用を示している移動通信システムの例を示す図である。
【図２】図１の第１の態様の移動通信システムの例の代表的な実施形の一部をより詳細に
示す図である。
【図２Ａ】図２の第１の態様の変形例を示す図である。
【図２Ｂ】図２の第１の態様の変形例を示す図である。
【図３】包括的な解放メッセージを示す図である。
【図４】図１の第１の態様に関し、どのように汎用接続解放メッセージが総括的解放能力
を取得することができるのかを示す図である。
【図５】本発明の第２実施態様の例に従った、複数の無線接続を解放するための総括的解



(21) JP 4354704 B2 2009.10.28

10

放メッセージの使用を示している移動通信システムの例を示す図である。
【図６】図５の第２の態様の移動通信システムの例の代表的な実施形の一部をより詳細に
示す図である。
【図７】図５の第２の態様に関し、どのように汎用接続解放メッセージが総括的解放能力
を取得することができるのかを示す図である。
【図８】基地局ノードと無線ネットワーク制御局ノードとのある基本的な側面とともに、
接続解放メッセージを処理するユーザ機器ユニット（ＵＥ）の種々の側面を示す図である
。
【図９】本発明に関連したユーザ機器ユニット（ＵＥ）のモードと状態とを示す図である
。

【図１】 【図２】
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